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４億1,987万３千円の追加

■除雪対策費
■農業振興費

■牧野管理費
■災害復旧費

１億3,797万２千円
2,643万９千円

9,851万５千円
１億1,024万１千円

平成２８年度一般会計をはじめ各会計の補正予算が慎重審議の後、
全員一致で可決されました。

　他の特別会計及び企業会計の補正は表紙に掲載しました。また、
国民健康保険事業は、補正額は０でしたが、内容は療養給付費
400 万円を減額し高額療養費 400 万円の追加したことによる
ものでした。

一般会計で

新規就農者支援事業　1,000万円
農地中間管理事業　　1,430万８千円他（ （主なもの
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法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
選
出
方
法
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「
市
町
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長
の
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命
制
」
に
変
更
し
た
こ
と
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よ
る
条
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の
改
正
で
す
。
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、
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割
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あ
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。
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特
別
会
計
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に
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標
茶
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
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計
・
簡
易
水
道
事
業
を
加
え
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も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
や
道
の
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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